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◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
︵
ム
ッ
ク
︶

　

増
補
新
版
﹃
文
藝
別
冊　

遠
藤
周
作
﹄

　

河
出
書
房
新
社　

３
月
11
日
発
売

　
　
　
　
　
　
　
　

予
価
１
３
０
０
円
＋
税

　

フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
の
恋
人
へ
の
手
紙
を

新
規
収
録
。
そ
の
鮮
烈
な
内
容
は
単
な
る
恋

文
を
超
え
、
遠
藤
文
学
の
原
点
と
も
い
う
べ

き
重
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
他
日
記
、対
談
、

エ
ッ
セ
イ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
満
載
。

◆
遠
藤
周
作
没
後
20
年
＆

　

町
田
市
民
文
学
館
開
館
10
年
記
念

鼎
談
と
朗
読
﹁
遠
藤
周
作
・
若
き
日
の
恋
文
﹂

日
時　

３
月
19
日
（
土
）
14
時
～
15
時
半

会
場　

町
田
市
民
文
学
館
２
階
大
会
議
室

鼎
談　

加
藤
宗
哉
・
福
田
耕
介
・
今
井
真
理

朗
読　

音
楽
座

内
容　

河
出
書
房
新
社
「
別
冊
遠
藤
周
作
」

の
刊
行
記
念
。
若
き
日
の
遠
藤
周
作
に
つ

い
て
、
周
作
ク
ラ
ブ
幹
事
の
加
藤
氏
が
書

簡
の
翻
訳
者
で
あ
る
福
田
氏
と
、
解
説
を

執
筆
し
た
今
井
氏
に
聞
く
。
鼎
談
の
他
に

音
楽
座
の
俳
優
さ
ん
に
よ
る
朗
読
も
あ
る
。

申
込
方
法　

２
月
21
日
よ
り
町
田
イ
ベ
ン
ト

ダ
イ
ヤ
ル
（
０
４
２
・
７
２
４
・
５
６
５
６
）

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
遠
藤
周
作
没
後
20
年
記
念

　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
特
別
講
座

①『
深
い
河
』
を
読
む
（
２
回
）

　

講
師　

加
藤
宗
哉

　

日
時　

４
月
13
日
（
水
）
27
日
（
水
）

　
　
　
　

と
も
に
13
時
～
15
時

②
歴
史
小
説
を
読
む　
『
沈
黙
』
他
（
２
回
）

　

講
師　

高
橋
千
劔
破

　

日
時　

５
月
30
日
（
月
）
６
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　

と
も
に
13
時
～
15
時

※
受
講
料
は
①
②
そ
れ
ぞ
れ
、
朝
カ
ル
会

員
６
０
４
８
円
、
一
般
７
３
４
４
円
（
消

費
税
を
含
む
）。

　

会
場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

�

新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１
新
宿

住
友
ビ
ル

　
　
　
　

 

０
３-

３
３
４
４-

１
９
４
５

　
　
　
　

新
宿
駅
西
口
か
ら
徒
歩
８
分

※�

申
込
方
法　

お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
折
り
返
し
払
込
用
紙
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

◆
周
作
ク
ラ
ブ
・
文
学
セ
ミ
ナ
ー

　

５
月
に
行
わ
れ
る「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
今
回
は
、
高
橋

千
劔
破
幹
事
が
九
州
・
大
分
と
遠
藤
文
学
に

つ
い
て
語
り
ま
す
。

日　

時　

４
月
16
日
（
土
）
15
時
か
ら

場　

所　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
議
室

　
　
　
　

地
下
鉄
「
茅
場
町
」
下
車
４
分

　
　
　
　

 

０
３-

５
６
１
４-
５
３
９
１

会　

費　

１
０
０
０
円

※
事
前
の
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、

終
了
後
に
懇
親
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
ロ
ン
・
ド
・
遠
藤
周
作
の
世
界

日　

時　

３
月
26
日
（
土
）
15
時
～

ゲ
ス
ト　

太
田
美
穂
（
河
出
書
房
新
社
）

　

※�

か
つ
て
の
遠
藤
担
当
編
集
者
と
し
て
、

思
い
出
等
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

場　

所　

�

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
六
番
町

　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
六
番
町
５-

５

　
　
　
　

JR
・
地
下
鉄　

四
谷
駅
徒
歩
５
分

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
３
８-

０
３
３
８

会　

費　

１
５
０
０
円

申
込
先　

 

０
９
０-

４
５
２
９-

５
４
０
２

（
倉
田
）

◆
①
東
京�

②
名
古
屋�

③
岡
山�

④
広
島
で

の
遠
藤
文
学
の
講
座
︵
講
師
・
山
根
道
公
︶

①
主　

催　

風
編
集
室

　
　
　
　
　

 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

　

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

　
　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

　
　
　
　
　
（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

　

講
座
名　

�

遠
藤
周
作
と
長
崎
―
『
沈
黙
』

か
ら
『
女
の
一
生
』
へ

　

日　

時　

４
～
７
月
、
第
２
日
曜
日

　
　
　
　
　

15
時
20
分
～
16
時
50
分

②
主　

催　

栄
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

０
５
２-

２
６
３-

７
１
１
１

　

場　

所　

名
古
屋
市
中
区
栄
４-

１-

１

　
　
　
　
　

中
日
ビ
ル
４
Ｆ

　

講
座
名　

�

没
後
20
年　

遠
藤
周
作
の
世
界

―
『
沈
黙
』
と
『
深
い
河
』
を

中
心
に

　

日　

時　

�

４
～
９
月
、
第
２
月
曜
日
13
時

～
14
時
半

③
主　

催　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

０
８
６-

２
５
２-

７
０
４
５

　

場　

所　

岡
山
駅
西
口
徒
歩
10
分

　

講
座
名　

�

遠
藤
周
作
と
長
崎
―
『
沈
黙
』

か
ら
『
女
の
一
生
』
へ

　

日　

時　

６
／
８
、７
／
13
、８
／
３（
水
）

　
　
　
　
　

14
時
45
分
～
16
時
15
分

④
主　

催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
広
島

　
　
　
　
　

 

０
８
２-

２
４
２-

１
１
５
１

　

場　

所　

八
丁
堀
駅　

徒
歩
７
分

　

講
座
名　

�

遠
藤
周
作
と
長
崎
―
『
沈
黙
』

か
ら
『
女
の
一
生
』
へ

　

日　

時　

５
、
７
、
９
月
、
第
１
土
曜
日

　
　
　
　
　

15
時
半
～
17
時
半�

※
詳
細
・
問
合
せ
・
申
込
は
主
催
へ
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
遠
藤
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
20
年
も
経
っ
た

ん
で
す
ね
。
ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
で
す
。
先
生

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
、
私
は
尾
崎
秀
樹

先
生
の
お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
い
ま
し
た
。
尾
崎

先
生
は
第
12
代
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
す
。

因
み
に
遠
藤
先
生
は
第
10
代
会
長
で
す
。

▼
夕
食
を
御
馳
走
に
な
り
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

ら
、「
つ
い
先
ほ
ど
、
遠
藤
周
作
さ
ん
が
入
院
先

の
慶
応
病
院
で
亡
く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
。
び
っ
く
り
し
て
、
慶
応
病
院
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。
一
九
九
六
年
九
月
二
十
九
日
、
亡
く
な
ら

れ
た
の
は
午
後
６
時
36
分
で
す
。

▼
翌
30
日
は
月
曜
日
で
し
た
が
、
午
後
は
遠
藤
家

に
関
係
者
が
集
ま
り
、
打
合
せ
で
す
。
次
の
日
、

10
月
１
日
午
後
７
時
か
ら
、
東
京
四
谷
の
聖
イ
グ

ナ
チ
オ
教
会
で
通
夜
（
前
夜
祭
）。
２
日
の
午
後

１
時
か
ら
告
別
式
で
し
た
が
、
４
千
人
も
の
人
が

お
別
れ
に
訪
れ
、
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

▼
そ
ん
な
こ
と
が
、
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
先
生
と
何
度
と
な
く
旅
行
に
も

行
き
ま
し
た
。
劇
団
「
樹
座
」
や
宇
宙
棋
院
の
幹

事
役
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
晩
年
の
先
生

と
色
濃
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
62
号

�

２
０
１
6
年
２
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
６
月
の
予
定
で
す
。


